
大学研究室探訪

佐土原・吉田・稲垣研究室の皆さん。前列左から4人目が佐土原聡教授

（取材・文：沼中秀一）

安全・安心で、環境と共生し、
低炭素で持続可能な都市・地域の創造を目指す！

横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院
都市環境管理計画研究室

（佐土原・吉田・稲垣研究室）
大学研究室探訪 #03

今回の大学研究室探訪は横浜国立大学の佐土原・吉
田・稲垣研究室です。佐土原聡教授は、コージェネ大
賞の選考会議委員などを務められており、地球環境
と防災の両面に対応した都市づくりに関する研究を
されています。現在の研究内容やコージェネに対す
る展望について、お聞きしました。

―現在、何名の方が所属していま
すか？
　教員は私以外に准教授が2名います。学
生は博士課程後期が4名、博士課程前期が
11名、学部4年生が4名と研究生が2名いま
す。またインフラストラクチャー管理学プロ
グラムの学生が1名、研究員が2名、事務補
佐員が1名、技術補佐員が1名います。

―主な研究テーマとしてはどのよ
うなものがありますか？
　今日の私たちの人間社会は、地球温暖化、
生物の多様性の喪失といった地球環境問
題、ヒートアイランドなどの都市特有の地域
環境問題が発生し、環境リスクが高まって
います。また、地震の活動期に入ったと言わ
れる日本列島に位置し、地球温暖化に伴う
風水害の激化、都市化の進展にともなう災
害への脆弱性の増大などから、多くの災害
リスクに直面しています。これらのリスクを
軽減できる持続可能な社会、真に環境と調
和した安全な都市環境の実現に向けた実践
的研究を行っています。研究テーマは大別
して、都市防災、自然環境と調和したまちづ
くり、都市インフラ計画、これらの相互の関
連を考えながらテーマを超えて総合的に取
り組む都市環境のデザインがあります。

―研究室にはどのような特色があ
りますか？
　複雑な環境の問題を多角的・統合的に理
解する、現場をふまえて実践的に研究を行

う、GIS（地理情報システム）のスキルを身に
つけて活用する、という特色があります。特
にGISについては、各テーマの研究をGISを
基盤とした情報プラットフォームというツール
で統合し、分野横断・文理融合の研究を進
める方法を身につけることを目指しています。

―コージェネレーションシステム
のこれからのあり方や展望について
アドバイスをお願いします。
　複数の建築物への電力と熱供給を行な
う地域規模のコージェネレーションシステ
ムを導入することは、エネルギーの有効利
用や、分散型電源の確保によるエネルギー
供給の安定を図るための有効な手段となり
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えます。また電力不足による損失は地域外
にも負の波及をもたらしますが、コージェネ
レーションシステムなどの自立分散型エネ
ルギーシステムを導入することにより、被害
を抑制することが可能です。
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現在、分野横断・文理融
合の研究を進める情報
プラットフォームとして
取り組んでいる、『超ス
マート社会 エリアマネ
ジメントプラットフォー
ム』のイメージ
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